
開発途上
地域の　　地域デザイン

アジア
第2回
国際コラムパート3

の
透
明
性
を
図
る
こ
と
で
組
織
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2 

関
係
者
と
の
連
携
構
築
や

情
報
交
換
・
学
び
の
場
の
創
出

積
極
的
に
地
域
の
産
業
、
例
え
ば
、

天
然
は
ち
み
つ
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
い
う
志
の
高
い
関
係
者（
政
府
、

企
業
、
仲
介
業
者
、
大
学
、
N
G
O
、
住

民
等
）
を
巻
込
み
、
連
携
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
、
住
民
グ
ル
ー
プ
や
ロ
ー
カ
ル

N
G
O
等
の
現
地
組
織
、
そ
し
て

J
E
E
F
等
、
外
部
支
援
者
が
積
極

的
に
情
報
交
換
や
学
び
の
場
づ
く
り

を
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

3 

商
品
開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
る
た
め
の
能
力
向
上

一
般
的
に
、
地
域
住
民
の
多
く
は

自
然
の
恵
み
の
商
品
化
・
ブ
ラ
ン
ド

化
に
関
す
る
経
験
が
十
分
に
備
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
そ
れ
ら
の
能
力
向
上
を
図

り
、
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
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ングラデシュで環境教育の技能を活用した、住民による持
続可能な地域づくりの活動を実施中。
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多
く
の
開
発
途
上
国
の
農
村
部

は
、第
一
次
産
業
（
農
業
、林
業
、

畜
産
業
や
漁
業
）
が
主
で
あ
り
、
自
然

を
基
盤
と
し
た
住
民
の
営
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
農
村
地
域
で
は
、
収

入
の
低
い
第
一
次
産
業
だ
け
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、

雇
用
情
勢
が
不
安
定
な
中
で
代
替
の

労
働
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
人
々
の

生
計
向
上
を
図
る
取
組
み
の一つ
と
し

て
、
そ
の
地
特
有
の
自
然
の
恵
み
を

発
掘
し
、
そ
れ
を
活
用
し
た
商
品
を

開
発
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

し
た
地
域
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

農
村
部
の
住
民
は
、
仲
介
業
者
を

介
し
て
農
林
産
物
の
販
売
を
行
っ
て
い

る
場
合
が
多
く
、
そ
の
買
い
取
り
価

格
は
安
く
不
公
平
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
習
慣
が
根
付
い
て
い
る
た
め
打
ち

破
る
こ
と
は
難
し
く
、
住
民
は
十
分

な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
不
公
平
な
壁
を
打
ち
破
っ
て

住
民
が
市
場
で
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
開
拓
し
て
い
く
に
は
、
自

分
た
ち
で
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
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係 
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専門 : 国際協力 先進国の市民

取 
組 
み 
や 
支 
援 
の 
内 
容

例）はちみつ販
売のための規則
に関するワーク
ショップ開催

例） はちみつの品
質を向上させるめ
ためのろ過技能
の研修会開催

例）グループの組
織化

例）全体の調整役 例）はちみつの
商品開発を図る
資機材購入のた
めのファンドレイ
ジング

例） ファンドレイ
ジングへの協力

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
J
E
E
F
は
地
域
と
協

働
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
ヤ
シ
砂

糖
を
使
っ
た
生
姜
湯
や
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
の
天
然
は
ち
み
つ
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
実
の
ピ
ク
ル
ス
、
ニ
ッ
パ
ヤ

シ
で
編
ん
だ
籠
等
、
森
の
恵
み
を
活

用
し
た
非
木
材
林
産
物
を
開
発
し
て

き
ま
し
た
。
住
民
が
市
場
を
意
識
し

た
製
品
開
発
を
進
め
る
た
め
に
は
、

「
地
域
の
組
織
化
」「
様
々
な
関
係
者

の
巻
込
み
・
連
携
」「
能
力
開
発
」

を
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

1 

組
織
化
に
よ
る
基
盤
構
築

非
木
材
林
産
物
の
商
品
販
売
を
行

う
際
に
は
、
あ
る
一
定
の
原
料
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
人
か

の
住
民
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
協

同
組
合
等
と
し
て
組
織
化
し
、
販
売

に
必
要
な
量
を
確
保
す
る
こ
と
と
、

一
緒
に
行
動
し
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル

づ
く
り
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
組

織
運
営
の
方
法
、
資
金
の
貯
蓄
・
管

理
方
法
等
の
規
則
を
明
確
化
し
、
そ

期
的
に
開
催
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
商
品
の
品
質
保
持
・

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
顧
客
の
信
頼

獲
得
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
商
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
住
民
の
持
続
的
な

生
計
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

自
然
の
恵
み
を
過
剰
に
搾
取
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
適
正
な
自
然
資
源

管
理
手
法
に
関
す
る
研
修
も
盛
り
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
自
然
の
恵

み
を
題
材
と
し
て
関
係
者
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
紹
介
し

ま
し
た
。
本
件
を
踏
ま
え
、
天
然
は

ち
み
つ
の
商
品
・
販
売
を
行
う
こ
と

を
仮
定
し
、
現
地
の
関
係
者
や
先
進

国
の
人
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
ど
の
よ
う
な
取
組
み
や
支
援
内
容

が
考
え
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
で
想
像
し
な
が
ら
意
見
を
だ
し
て

み
て
下
さ
い
。

自然の恵みの発掘 
商品・ブランド化による 

地域づくり !今回は、適正な自然資源管理の下、住 民の主体的な参加と関係者との連携による 
自然の恵みを活用した商品開発・ブラン ド化を目指した地域づくりについて考えます。

バン
グラデシュ

バン
グラデシュ

イン
ドネシア

はちみつ商品

ヤシ砂糖を使った 
生姜湯の商品開発

マングローブピクルス 
の開発
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